
第 212 回東葛しぜん観察会

こんぶくろ池の不思議
小林達明（松戸市）

日 時：2026 年 4 月 11 日（土）9：30～12：00  天気：晴れ

場 所：こんぶくろ池（柏市）

参加者：24 名（大人）、指導員：15 名、担当指導員：川瀬、小林、前田

晴天、暑さを気にしながらの観察会となりました。まず藤棚下のベンチで、本日のテーマ、不思議

ポイント①「氷河期から温暖な時代を生き延びた植物たちの謎」についてお話。ここに生育するズミや

ヌマガヤは本来冷温帯の植物なのに、千葉県ではなぜここだけに自然生育するのか？

湿地では普通の植物は生育できずに酸素不足に耐えられる湿生植物しか生き残れず、氷河期から

気候が温暖な縄文時代になっても暖温帯の植物は入って来にくかった。降雨がすぐ湧出するこんぶ

くろ池の水質は弱酸性貧栄養で、ヨシやガマなどの沼沢植物が生育しにくかった。さらに当地周辺に

は縄文遺跡が多く、古代から江戸時代まで牧場であり、人の働きによって温暖な森林が発達しにくか

った。こうして稀有な植生がこんぶくろ池周辺に残り、つくばエクスプレス建設に先立って行われた環

境アセスメントによって保護されることになった。

ツリフネソウ草地に移動して、実生苗の植栽ズミが白い花を咲かせているのを観察し、こんぶくろ池

に移動して、不思議ポイント②「こんぶくろ池の水はどこから？」浅い地下水をもたらしている常総粘

土層をペットボトル実験で観察。水を通すローム（壌土）と通しにくい粘土の違いがわかる。この粘土

層が広くあって 46ha の涵養域から湧水を集めている。こんぶくろ池ではハンノキが林立。池の隣にあ

る土手、不思議ポイント③「野馬土手って何？」江戸時代、ここは小金牧という幕府直轄の牧の一部

で軍馬用の野馬が放牧されており、疎林とススキ草原の植生だった。民家や田畑への野馬の侵入を

防ぐために牧を囲むように作られたのが野馬土手。

水路の橋からヌマガヤを見、地金堀沿いの木道で天然生のズミやウメモドキなど湿生樹木を観察。

通常園路に出て、不思議ポイント④「どうして木にシートが巻かれているの？」カシノナガキクイムシが

潜入営巣したコナラなどの幹から初夏に新成虫が羽化脱出して、さらに被害拡大していくことを防ぐ

ためにネット状のシートが巻かれている。弁天池水路でコバギボウシ、ゴマギ、コムラサキなどの湿生

植物を観察しながら開けた草地へ、不思議ポイント⑤「草地に咲く春の草花たち。埋土種子ってな

に？」アズマネザサが密生した藪を切り開いた草地で眠りから目を覚ました埋土種子からニオイタチ

ツボスミレ、ジュウニヒトエ、ノジトラノオ、クララなどが再生。

こんぶくろ池・弁天池の涵養域は都市化（＝不透水化）によって急減し、昨夏から冬にかけて長期

間干上がって湿地のピンチ。この希少な植生の保護のためには、周囲の地下水涵養域の保全が大

切なことを皆で実感しました。
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